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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月2日(2016.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　止血剤を有する吸収性ファブリック層を含む、使用者によって着用されるように適合さ
れた止血手袋。
【請求項２】
　吸収性ファブリックが織布、不織布、またはそれらの組み合わせである、請求項１に記
載の止血手袋。
【請求項３】
　止血剤が、吸収性ファブリック層内に含浸されている、請求項１に記載の止血手袋。
【請求項４】
　吸収性ファブリック層が止血剤でコーティングされている、請求項１に記載の止血手袋
。
【請求項５】
　吸収性ファブリック層が治療剤をさらに含む、請求項１に記載の止血手袋。
【請求項６】
　治療剤が、創傷治癒剤、抗菌剤、抗微生物剤、成長因子、鎮痛剤、および麻酔薬からな
る群から選択される、請求項５に記載の止血手袋。
【請求項７】
　止血剤が、手袋の一つ以上の指部の表面または内部に配置される、請求項１に記載の止
血手袋。
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【請求項８】
　内部エラストマー層をさらに含む、請求項１に記載の止血手袋。
【請求項９】
　内部エラストマー層が、プラスチック、ラテックス、ゴム、ニトリル、ネオプレン、ビ
ニル、またはそれらの組み合わせを含む、請求項８に記載の止血手袋。
【請求項１０】
　吸収性ファブリック層が内部エラストマー層に取り外し可能に固定されている、請求項
８に記載の止血手袋。
【請求項１１】
　吸収性ファブリック層が、接着剤、ベルクロ、熱接着、縫い合わせ、またはそれらの組
み合わせによって、内部エラストマー層に固定されている、請求項１０に記載の止血手袋
。
【請求項１２】
　請求項１に記載の止血手袋および該手袋を使用して患者の創傷の止血を促進するための
説明書を含むキット。
【請求項１３】
　手袋が、内部エラストマー層をさらに含む、請求項１２に記載のキット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　別の態様では、本開示はキットを提供する。キットは、本開示の止血手袋および該手袋
を使用して患者の創傷の止血を促進するための説明書を含む。
[本発明1001]
　止血剤を有する吸収性ファブリック層を含む、使用者によって着用されるように適合さ
れた止血手袋。
[本発明1002]
　吸収性ファブリックが織布、不織布、またはそれらの組み合わせである、本発明1001の
止血手袋。
[本発明1003]
　止血剤が、吸収性ファブリック層内に含浸されている、本発明1001の止血手袋。
[本発明1004]
　吸収性ファブリック層が止血剤でコーティングされている、本発明1001の止血手袋。
[本発明1005]
　吸収性ファブリック層が治療剤をさらに含む、本発明1001の止血手袋。
[本発明1006]
　治療剤が、創傷治癒剤、抗菌剤、抗微生物剤、成長因子、鎮痛剤、および麻酔薬からな
る群から選択される、本発明1005の止血手袋。
[本発明1007]
　止血剤が、手袋の一つ以上の指部の表面または内部に配置される、本発明1001の止血手
袋。
[本発明1008]
　内部エラストマー層をさらに含む、本発明1001の止血手袋。
[本発明1009]
　内部エラストマー層が、プラスチック、ラテックス、ゴム、ニトリル、ネオプレン、ビ
ニル、またはそれらの組み合わせを含む、本発明1008の止血手袋。
[本発明1010]
　吸収性ファブリック層が内部エラストマー層に取り外し可能に固定されている、本発明



(3) JP 2016-512963 A5 2017.1.19

1008の止血手袋。
[本発明1011]
　吸収性ファブリック層が、接着剤、ベルクロ、熱接着、縫い合わせ、またはそれらの組
み合わせによって、内部エラストマー層に固定されている、本発明1010の止血手袋。
[本発明1012]
　患者の創傷の止血を促進するための方法であって、
（ａ）使用者によって着用されるように適合された止血手袋で創傷に接触する段階であっ
て、止血手袋が、止血剤を有する吸収性ファブリック層および内部エラストマー層を含む
、段階、ならびに
（ｂ）創傷からの流体の流出を制限するために、創傷上にまたはその内部に人力による圧
力を加える段階であって、それにより、創傷の止血を促進する、段階
を含む、方法。
[本発明1013]
　内部エラストマー層から吸収性ファブリック層を分離する段階、および該吸収性ファブ
リック層で創傷を被覆する段階をさらに含む、本発明1012の方法。
[本発明1014]
　創傷に創傷用クランプ装置を適用する段階をさらに含む、本発明1012の方法。
[本発明1015]
　止血剤が、吸収性ファブリック層内に含浸されている、本発明1012の方法。
[本発明1016]
　吸収性ファブリック層が止血剤でコーティングされている、本発明1012の方法。
[本発明1017]
　吸収性ファブリック層が治療剤をさらに含む、本発明1012の方法。
[本発明1018]
　治療剤が、創傷治癒剤、抗菌剤、抗微生物剤、成長因子、鎮痛剤、および麻酔薬からな
る群から選択される、本発明1017の方法。
[本発明1019]
　止血剤が、手袋の一つ以上の指部の表面または内部に配置される、本発明1012の方法。
[本発明1020]
　内部エラストマー層が、プラスチック、ラテックス、ゴム、ニトリル、ネオプレン、ビ
ニル、またはそれらの組み合わせを含む、本発明1012の方法。
[本発明1021]
　吸収性ファブリック層が、接着剤、ベルクロ、熱接着、縫い合わせ、またはそれらの組
み合わせによって、内部エラストマー層に取り外し可能に固定されている、本発明1012の
方法。
[本発明1022]
　本発明1001の止血手袋および該手袋を使用して患者の創傷の止血を促進するための説明
書を含むキット。
[本発明1023]
　手袋が、内部エラストマー層をさらに含む、本発明1022のキット。
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